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概  要 

 

再生医療をはじめとする医療現場では、現行の乾燥羊膜シートでは強度の不足

から治療への適用範囲が狭い。そこで、“強度を高めたヒト乾燥羊膜を製造す

るための技術”を構築し、治療に困難な重症角膜穿孔の治療や鼓膜再形成術に

新たな材料（治療法）を提供することが目的である。さらに、その乾燥工程を

利用して器官を再生させる際の足場の形成技術を構築することを試みる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本研究の背景にはヒト由来コラーゲンシートを約 100 症例に利用した実績が

ある。このコラーゲンシートの強度を増加させることで、適用範囲が広がる。

その加工技術で、強化コラーゲンシートの形状を立体的にも自由自在にできれ

ば、これまでにない材料(治療法)の開発へとつながり、優位性がある。 

本技術の 

有用性 

強化コラーゲンシートにより、現在治療不能な疾患が治療可能となる。また、

治療不可能な疾患（人工気管・人工食道の開発が必要な疾患）に対して新たな

治療材料(治療法)を提供することができ、有用である。 
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適用可能製品 

１）難治性眼表面疾患に対する羊膜を用いた治療法（京都府立医大眼科グルー

プでは角膜移植の代替え技術の一部に利用）２）脳硬膜欠損部の再建治療に利

用３）口腔粘膜欠損部の再建の為に利用する被覆材４）耳鼻咽喉科領域の骨膜

欠損部の再建に利用する被覆材 
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